
 

 

暑暑いい夏夏ででししたたがが、、御御

変変わわりりななくくおお過過ごご

ししででししょょううかか？？                                                                                                                                                         

ハナミズキや、ヤマボウシの葉が焼け

て枯葉になってしまったお宅も多かった

と思います。蒸発する水分量と吸い上げ

る水分量のバランスが崩れたためです。  

新しく植栽した木は。まだ根もしっか

り伸ばしてないので、よけいに水切れを

してしまいます。常緑樹でも葉を落とす

ことがありますが、これも水切れの場合

が多いです。生き伸びる為に葉の数を減

らし蒸発を少なくします。それ以上に水

分が足りないままだと、枯れてしまいま

す。「水やり３年」と言われ適正な水やり

を覚えるのには３年かかると言われたこ

ともあります。サッと如雨露で大きな木

に水を撒いても根まで滲みるところまで

いきません。毎日は必要なくても晴の日

が続き乾いたら、時々、じっくり根まで

しみるように散水する必要があります。

春先も異常に乾く事があり、ちょうど新

芽や花の準備をしている時期と重なるこ

とがあります。そんな時は寒くても、水

やりは忘れないようにしてください。                       

  

  

  

――おお詫詫びびととごご連連絡絡――   

今年もこの沢山のお問合せ、ご依頼を

頂きありがたいことだと思っています。

見積もりの御依頼も数多くいただきまし

たが、本当に申し訳ないことですが、

秋からの御依頼の中にはお断りせざるを

得ない場合が出てきています。  

メンバーが限られていますので、仕事量

には限りがあり泣く泣くお断りすることになり

ます。 

年が明けてからの御依頼は喜んでお受け

させていただきます。剪定の御依頼はも

ちろん、新しいお庭づくり、リフォーム

等はできれば春頃から準備に入られるこ

とをお勧めします。

余裕を持ったご相談、

話合いができますし、

材料の吟味等もでき

ます。施工に最良の

時期を選ぶことがで

きます。 

是非、お気軽に、   

お庭相談にお問合せ

ください。 

又、安心な剪定、除草等のご予約は別紙の

会員様ご依頼案内を参考にして頂ければ

と思います。 
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思いもかけないご相談、ご依頼 

秋年末にかけては「予約でいっぱい」

ですが、春先から夏までは余裕がある時

もあります。その間は私たちにも勉強の

時間だったりします。そんな中、思いも

かけないご依頼を頂くことがありました。

今回は二つご紹介します。まず一つ目は

動画を用いたお庭診断です。ニュースレタ

ーは大山田団地内に限った当社のサービ

スですが、受け取った方が悩んでいるお

友達に「お庭診断の案内」をあげられた

ようです。お友達は弥冨の方で、「今お庭

診断は桑名市内を離れてはいかないよう

にしている」とお話しますと、当社に、

動画を取って持っていくので、それで見

える範囲で良いのでのアドバイスを欲し

いとのことでした。遠方の方の相談も動

画を使えばお役に立てることもあるかと

思い、少しやり方を考えることにしまし

た。現在はそんな方法も取れるのですね。

二つ目は薪の棚を作って欲しいとのご依頼

でした。結構大がかりな薪棚作りで、初め

ての経験でした。できれば半永久的に使

えるようにしたいと思うのですが、見て

くれなどもあり材料他、思考錯誤の繰り

返しでしたが、有難いことに、お客様が

金額、その他にも御理解いただき、何と

か秋に間に合い良かったです。今後もこ

のようなご依頼があるのかわかりません

が、この経験が活かせたらと思います。    

 

 

できるだけ皆様のお困りごとには対処

していきたいと思います。「こんな事はど

うだろう」って事がありましたらお気軽

にお声がけください。   

私私（（石石倉倉睦睦子子））のの旅旅日日記記  

東名阪下りの

サービスエリ

アで犬を連れ

て散歩コース

を歩いて、 

写真のような木

をみつけました。 

多分 モチの木

と思われます。まさにど根性丸出しの木

です。コンクリートでできているテーブ

ルの隙間から顔を出してぐんぐん伸びた

ようです。テーブルの下より、上の方が

太いのもすごいです。それにしても、こ

この管理者がこの木をここまで、そのま

まにしていたことがビックリかもしれま

せん。どこまで育ちますかね。  

 

 

 

 

左のQRコードからでもメールできます 

 

ｱﾄﾞﾚｽ：chiyoda@mie.email.ne.jp 
電話：0594-31-1423 お庭造り、庭木の管理、リフォームなどの 

ご依頼やご質問はお電話やメール、もしくは 

ホームページよりお問い合わせください 

 


